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●相模原市高齢協の活動指針 
本会は、高齢者福祉施設が使命とする高齢者の支援等を基本に、地域福祉の推進とサービスの質的
向上を図るため、会員施設及び事業所相互の連携と共通課題について研究協議を行い、相模原市内
に所在する施設及び事業所の健全な発展と高齢者福祉の推進に寄与することを目的としています。 
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●合同職員親睦会（リアル宝探し）開催 

  １０月１２日、高齢協会員の施設職員の親睦
をはかる目的で「リアル宝探し」イベントが、
よみうりランドにて開催されました。参加者６
８名。大盛り上がりとなりました。 
 グループに別れて「宝物」探しを競い合う、
「リアル宝探し」ゲームを行いました。ゲーム
終了後は、バーベキューを楽しむ中、ゲームの
結果発表と表彰式が行われました。 
 皆で結束しつつ、知恵を出し合って協力する
チームワークの大切さや醍醐味を味わいました。 
 同じ市内に在勤しながら、普段は顔を合わす
ことも少ない職員同士が交流を図る絶好の機会。 
秋の爽やかな空気の中、自然を満喫しながらの
楽しいひとときとなりました。 

●「さがみはら介護の日大会」のご案内  

 第１１回「さがみはら介護の日大会」を以下の通り開催
します。多くの会員職員の皆様の参加をお願いいたします。 
 会場：あじさい会館 
 日時：１１月８日（土）１０：００～１６：００ 
●記念講演会「初めてでもわかる成年後見制度」 
 落語家 
  桂ひな太郎 師匠 
 司法書士・(公社) リーガルサポート神奈川県 幹事 
  田中和亜 先生 
●その他、研究発表や介護・福祉相談、最新の福祉機器や介 
 護食品の展示・試供品配布、活動紹介などのイベントも催 
 されます。 

(案内ＨＰ http://www.sagamihara-koureikyo.org/news/post-2576/ ） 

● 「介護の日」とは 
 １１月１１日。高齢者や障害者等に対する介護に関し、国民への啓発 
 を重点的に実施するための日として２００８年に制定されました。 
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●専門講座「高齢者のリハビリテーション」開催 

 ８月２2日、主として機能訓練に携わる施設職員
向けに「高齢者のリハビリテーション」と題した専
門講座を、総合相模更生病院リハビリテーション科
の理学療法士 山内先生、作業療法士 田中先生、言
語聴覚士 藤野木先生を講師に迎えて開催しました。 
 実技を交えた身体機能訓練の仕方、集団リハビリ
の取り組み方、嚥下障害予防、対処法などリハビリ
テーション全般に渡る、担当職員向けの具体的、実
践的な講義となりました。 

●災害対策研修「避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）」開催 

 ９月４日、本協議会会員向けに「避難所運営
ゲーム（ＨＵＧ）」の研修を「ななかまど」施設
長、相模原市防災マイスターの田村政喜 先生を講
師に迎えて開催しました。 
 大規模な激甚災害が頻発する昨今、施設を運営
する社会福祉法人には「福祉避難所」の開設が期
待されています。 
 本研修は、架空の地域で避難所運営を任された
という想定の下で、避難者の状況や要望を考慮し
ながら、迅速かつ適切に対応する術をグループに
別れてゲーム様式で学ぶというものでした。避難
所で起き得る状況の理解と適切な対応のあり方を
体験する有意義なワークショップでした。 
 ７月に西日本一帯を襲った豪雨災害があり、研
修の直後には、関西方面での台風、さらには北海
道での地震など…大きな災害が続き、改めて日頃
からこうした机上演習・訓練を行っておく意義、
必要性を強く痛感させるものがありました。 
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 ８月１７日、「メンタルケア（ストレスマネジメ
ント）」と題して、Office CPSR  臨床心理士・社会
保険労務士事務所、植田健太 先生を講師に迎えた管
理者向けの講座を開催しました。 
 介護・対人援助に携わる仕事には利用者との関係
のみならず、それを取り巻く環境の中で複合的なス
トレスに晒されていると言われています。平成２７
年に「ストレスチェック制度」が義務化され、ます
ますストレスマネジメントの持つ重要性に光が当て
られてきています。こうした時局も踏まえたタイム
リーな講座となりました。 

●管理者研修「メンタルケア（ストレスマネジメント）」開催 
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●専門講座「時代が求める新しい看護師のあり方の提言」開催 

 ９月２１日、主として看護師・医療専門職向けに「～時
代が求める新しい看護師のあり方の提言～」と題した専門
講座を「看護師 天使の会」会長  看護師 小西ゆかり先生を
講師に迎えて開催しました。 
医療的な援助を必要とする利用者や患者とその家族が地域
社会で、その人らしく暮らし続けられるよう支援してゆく
ため、地域看護・介護現場を繋ぐ「橋渡し」の一端を積極
的に担う看護師の重要性がますます求められています。 
 医師を始めとする医療専門職はもちろん、ソーシャル
ワーカーやケアワーカー等の福祉専門職、行政機関や市民
団体などの多様な活動主体とも密接な連携を行いつつ、看
護師自らも広く連帯してゆくためのさまざまな取り組みを
紹介していただきました。福祉現場で働く看護職の役割を
見直す好機となりました。 

●管理者研修「中間管理者のための研修」開催 

 ９月２７日、 「中間管理者のための研修」と題し、
社会福祉学修士  相模原市高齢協  大久保祐次会長を講
師に研修を開催しました。 
 人口動態を俯瞰する視点から、高齢者福祉施策の歴
史をたどりつつ、これから先の未来ー２０２５年問題
をはじめとする喫緊の課題が山積する中、解決の糸口
を探りながら、社会全体の動向をとらえ、介護サービ
スを担う経営主体のあり方を問うという内容。 
 社会保障の分野にとどまらず、国の存亡を左右する
ほどの大きな問題ー迫りくる「危機」を突破するため、
新たな「イノベーション」を創出する試みを多面的な
視野から導き出そう―という本会会長ならではの、時
代を見据えた先見的で広範な知見が凝縮された有意義
な研修でした。 

 ９月５日、主として施設管理者向けに「改正個人情報保
護法対策～社会福祉法人として気を付けなければならない
事～」と題した専門講座を、松田綜合法律事務所 弁護士・
社会保険労務士 荒川仁雄先生を講師に迎えて開催しました。 
 個人情報の保護に絡み、①ケアプランや介護サービスの
記録、②マイナンバー、介護保険・健康保険の被保険者証
や高齢受給者証の記号、番号、保険者番号など、③人種、
信条、病歴など不当な差別や偏見が生じる可能性のある
「要配慮個人情報」、④雇用関係に絡む諸々の情報。高齢
者福祉を担う社会福祉法人として取り扱いに注意が求めら
れる事柄にかかわる要点を押さえた講義となりました。 

●管理者研修「改正個人情報保護法対策 

    ～社会福祉法人として気を付けなければいけない事～」開催 



●賛助会員 
 

 愛知金物建材 株式会社          株式会社 コンティ 
 株式会社 ウェブトラスト         守屋綜合法律事務所 
 株式会社 タマパーク           千寿産業 株式会社 
 Office CPSR（臨床心理士・社会保険労務士事務所） 
 株式会社 三ノ輪建設           株式会社 ケイ・アース              
 望月史郎公認会計士事務所         株式会社 みらい                
 シープラス 株式会社           株式会社 ディフェンス             
 株式会社 中島建設            アライブかながわ              
 住宅型有料老人ホーム 勢水        住宅型有料老人ホーム 田名新宿住宅     
 住宅型有料老人ホーム あんず       日興テクノス 株式会社             
 株式会社 永田屋             株式会社 きらぼし銀行 相模原法人営業部  
 日本ゼネラルフード 株式会社       株式会社 ナリコマエンタープライズ       
 株式会社 IDO              相模原商事 株式会社              
 株式会社 太陽住建              ケアミックス 株式会社                                
 株式会社 リンク・アップ           福永隆太(株式会社タウンニュース社) 

 株式会社シマソービ 
 

 敬称略／加入順 

 
 
 

●編集後記 
 

 広報紙第１２号をお届けします。今後もより一層、内容を充実させてゆく所存です。 
 施設や職員の紹介、イベント案内など、どんなものでも結構です。ご意見、情報など、どん
どんお寄せください。ご協力をお願いいたします。 
 

 連絡先は、相模原市高齢協 事務局（広報誌担当）まで 
  〒252-0236 相模原市中央区富士見6-1-20（あじさい会館内） 
  TEL：042-707-1136 FAX：042-707-1217 E-mail：Sagamihara-koureikyo@peace.ocn.ne.jp 
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●各種イベント・活動  

◆ ８月                
  ２２日 事務局会議          ２２日 経営研究会 
 

◆ ９月 
  １２日 理事会            １２日 経営研究会 
  １８日 高齢政策課 意見交換会      １９日 特養部会栄養士会 
  ２６日 事務局会議  

●介護助手(介護援助員)導入促進事業の進捗 

 「介護助手導入促進事業」は参画した１０事業所の協力にて順調に進められています。 
７月には一般向けの仕事説明会を行い、基礎研修や意見交換会、さらには、順次、事業所
の訪問（意見聴取）を行ってきました。１２月までの間、各施設からの勤務実態報告など
を元にモニタリングを行い、年明け１月から検証作業を行った上で報告書を作成し、年度
末には報告会を開催する予定です。 
 介護現場の人材不足を解消し、業務の効率化を図るために、いかに多様な人材を確保す
るか…そのための求人や、それを目的としたＰＲをいかに工夫するか…が今年度の取り組
みの主たるテーマです。この試みが介護業界の今後どのように寄与できるか、成果が期待
されます。  
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